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3) 書籍名、雑誌名、論文題目、展示会タイトルの表記は『 』を用いる。 
4）引用文は「 」で囲み、原文通りの表記を原則とする。 
5）句点は全角の 。を、読点は全角の 、を用いる。  
6）強調する言葉や文章は「 」を用いる。  
7）人名や施設名、作品タイトルの原語表記は ( ) で囲む。  
8）年号、雑誌の巻数、号数はアラビア数字を用いる。  




























































































































































































































































































































図1-2-01) 中国京劇の臉譜(れんぷ)＊                               図1-2-02) 日本の歌舞伎の隈取＊ 
 


































































































































図1-3-01) 岸壁に絵を描いているオーストリアの原住民＊           図1-3-02) フレスコ画の制作風景(イタリア、1465頃)＊ 
 
図1-3-03) システィーナ礼拝堂(Cappella Sistina)の天上画(Michelangelo作、1536-1541制作)＊ 
図1-3-04) (2枚)フルヴィエール大聖堂(Basilique de Fourviere、1872-1896建設)の壁画と天井画(リヨン・フランス、2006撮影) 
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組みが世界各地で行われた。例えばアメリカでは1960年代から環境に関わる職能を広い範囲の社会


















張するデザイナーズグループも現れた 38)。そして 1973 年には、職業として環境グラフィックデザ
インの地位を確立し、一般大衆の理解と、この分野の職業的発展を振興するために、環境グラフィ





























の波が現れはじめた時期として、特に 1960 年代を挙げているように 42)、20 世紀後半以降からのア
メリカ建築界では機能主義建築に対する新しいあり方として「装飾」や「色彩」を甦らせる試みが
目立つようになった。その試みとは「視覚的効果の経済性(economy of visual effects)」、「意図され









































リン・リンドン(Donlyn Lyndon)、ウィリアム・ターンブル・ジュニア (ーWilliam Turnbull, Jr.)、リ
図1-3-05)『空間から環境へ』展示会場(東京、1966)＊        図1-3-06) Grand’s Restaurant(フィラデルフィア・アメリカ)＊ 
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チャード・R・ウィテカー・ジュニア(Richard R. Whitaker, Jr.)の4人によって1961年に結成された
建築家グループのMLTWが1960年代後半、カリフォルニアの海岸に建設したシーランチ・コンド
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見直され、活発に制作されるようになった 55)。その中で、特に 1960 年代以降の環境グラフィック
の展開と深い関連が見受けられるのが、アメリカ壁画である。 




図1-3-11) (左)チャールズ・ムーアがリニューアルを行ったMurray Houseのインテリアグラフィック(マサチューセッツ州・アメリカ、1972)＊ 
図1-3-12) (中)William Tapleyが手がけたLieb Houseのインテリアグラフィック(ネバダ州・アメリカ)＊ 
図1-3-13) (右)Barbara Stauffacherのレコードショップのインテリアグラフィック(サンフランシスコ・アメリカ、1969)＊ 




































































り、著しい活動を繰り広げるライターたちも登場した。ニューヨークを舞台に 1970 年代から 2000
年代の現在に至るまで、精力的にグラフィティを制作しているSEEN(図1-4-02)がその一人である。 



























































































C. Ray Smithが『Progressive Architecture』で「建築の表面は、二次元の活字体や記号または幾




























図1-4-04) Barbara Stauffacherの授業でエール大学建築科の学生たちが制作したエレベーター内部のスーパーグラフィック＊ 

































として注目したのである 84)。そこで、ランクロが 1970 年 6 月にフランスのマルセーユで開かれた
建築家集会に、大日精化工場の煙突グラフィックと新宿の一番館と二番館のスライドを見せ、大き
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な反響を呼び起こしたことをはじめ 85)、『Domus』、『Du』、『Elle』、『Cree』、『Alta』、『La Maison』、







































































にも様々な種類があるはずである。実際に、イギリスのHenry Sampsonは自著『A HISTORY OF 












































図1-4-06) Panasonicネオン(横浜)＊        図1-4-07) リヨンの絵看板(フランス、2006撮影) 
図1-4-05) (2枚)多種多様な広告が満ちあふれている渋谷の繁華街(東京、2006撮影) 





















































































































境グラフィックの分類を試みている 104)。その箱は第 2 節ですでに示したが(図 1-5-01)、改めて内容
を確認すると、西川が用意した4つの箱箱とは、表現性と伝達性が対峙する縦軸と、理性と感性が
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 図2-0-01) 20世紀後半以降の街路空間における環境グラフィックの役割の分類 
























アーバン・ミュージアム(Tony Garnier Urban Museum)」である。 
トニー・ガルニエとは、1869年に地元リヨンで生まれ、「工業都市(The Industrial City)」を提案
し、エタ・ズュニ地区の都市計画を進めた建築家である。彼は1918年度に出版した『一つの工業都




























図2-1-01) リヨンの旧市街地(2006撮影)        図2-1-02) リヨンの新市街地(2006撮影) 
図2-1-03) (2枚)トニー・ガルニエの工業都市計画のスケッチ(エタ・ズュニ地区の壁画より、2006撮影) 







 図2-1-04) 工業都市をモティーフにしたエタ・ズュニ地区の16枚の壁画(2006撮影) 









格的な取り組みがスタートした。そして 1985 年には、団地の所有主 OPAC du Grand Lyon との交
渉が成立し、リニューアルのプログラムが始動された。さらに1988年には、地元に拠点を置く壁画
制作組織Cité de la créationの提案によって、建物に壁画を設置し、街並みそのものを野外美術館に
する提案が出された。Cité de la créationのコンセプトとは、エタ・ズュニ地区の生みの親であるト
ニー・ガルニエを題材にした壁画を通じて、偉大な建築家の理想という、自らの街に込められてい
る意味をよみがえらせ、文化的価値を強調することであった。この提案が住民側に受け入れられ、1


















「THE IDEAL EGYPTIAN CITY」(図2-1-07)では、芸術の門やエジプトの冥王が守っている時
間の門、そして永遠の命を象徴する生命の門など、生と死に関するエジプト人の独自の目線に基づ
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いた理想の都市が示されている。「THE IDEAL MEXICAN CITY」(図 2-1-08)では、メキシコのシ
ンボルとして擬人化した太陽と月を用いて宇宙の二元性を物語ると共に、メキシコのシンボルであ
る羽の生えた大型の蛇を通じて、人類の共存を描いている。「THE IDEAL INDIAN CITY」(図2-1-
09)では、画面の上部には農業や畜産業に携わっている人々と、画面の中央部には新郎新婦の姿、下
部には音楽と踊りを楽しむ人々の姿を通じて、労働と信仰、儀式に関わる人間界を表現している。
「THE IDEAL RUSSIAN CITY」(図2-1-10)は、折り曲げ、擬人化した色々の家屋を通じて、旧ソ連
の官僚的建物に反発の意を示すと共に、自然と人間の歓喜の本質を模索している。西アフリカ・コ






団地は「トニー・ガルニエ・アーバン・ミュージアム(Urban Museum Tony Garnier)」として、1998
年5月に新たなスタートを切った。 
エタ・ズュ二地区の壁画制作は、2000度以降にもなお行われている。地区の入口には、理想都










実際に「The inhabitant’s pride is that this living and free museum is open-air and has received 1
7000 guided tours since the first year, and hundred of thousands spontaneous visits」10)と、アーバン・




アーバン・ミュージアムは、1991年にUNESCOから｢World Decade for Cultural Development Prize｣
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を受賞した(図2-1-14)。1994 年にはアーバン・ミュージアムの実現に貢献した人々にオスカー後援
会(Sponsorship Oscar)から｢Télérama Prize｣が送られた。そして 2002 年には「Tourism Trophies of th








図2-1-07) (左)「THE IDEAL EGYPTIAN CITY」(Abdel Salam EID作、2006撮影) 
図2-1-08) (中)「THE IDEAL MEXICAN CITY」(Marisa LARA, Arturo GUERRERO作、2006撮影) 
図2-1-09) (右)「THE IDEAL INDIAN CITY」(Shanfaram TUMBDA作、2006撮影) 
 
図2-1-05) (左)工業都市の集会議場の壁画 画面の時計は実物である(2006撮影) 
図2-1-06) (右)1914年の国際タウン計画博覧会に関する壁画 下部の中央にガルニエの姿が見える 























2) 団地の所有主OPAC du Grand Lyonとの交渉成立(1985) 








1) UNESCO「World Decade for Cultural Development」Prize受賞(1991) 
2) Sponsorship Oscar/Telerama Prize受賞(1994) 




図2-1-13) (左・中)エタ・ズュニ地区の入口にある3点の壁画「THE IDEAL CITY」(Cité de la création作、2006撮影) 
図2-1-14) (右)歴代の「World Decade for Cultural Development Prize」受賞作品集＊ 
図2-1-10) (左)「THE IDEAL RUSSIAN CITY」(Gregory CHESTAKOV作、2006撮影) 
図2-1-11) (中)「THE IDEAL CITY OF COTE DIVOIRE」(Youssouf BATH作、2006撮影) 
図2-1-12) (右)「THE IDEAL AMERICAN CITY」(Matt MULLICAN作、2006撮影) 
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 図2-1-17) (左)四季の自然景観を題材にした現した高層集合住宅の外壁グラフィック(江原道・韓国)＊ 図2-1-18) (右)落ち着いた色彩のハンシン建設の高層集合住宅(京畿道・韓国)＊ 
図2-1-19) 韓進タウンの外壁グラフィック(釜山・韓国、2006撮影)   図2-1-20) 大橋タウンの外壁グラフィック(釜山・韓国、2006撮影) 
図2-1-21) (2枚)金海北部新都市の高層住宅の外壁デザイン(金海・韓国)＊ 
































































































図2-1-22) 大日精化工場の煙突(静岡県・日本)＊     図2-1-23) 星信自動保税蔵置場の外壁(釜山・韓国、2003撮影) 
 








図2-1-24) ゴンドリー海軍造船所の海側のファサード(フランス)＊      図2-1-25) ゴンドリー海軍造船所の陸側のファサード(フランス)＊ 

















































図2-1-31) (左)ハングルグラフィックのパーキング・タワ (ー釜山・韓国、2003撮影) 
図2-1-32) (右)キリギリスのグラフィックのパーキング・タワ (ー釜山・韓国、2005撮影) 
図2-1-33) (左)渦巻き模様の繁華街のパーキング・タワ (ー釜山・韓国、2006撮影) 
図2-1-34) (右)水玉模様のボウリングセンターのパーキング・タワ (ー釜山・韓国、2006撮影) 
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図2-1-35) (左)住宅街に隣接した総合病院のパーキング・タワ (ー釜山・韓国、2003撮影) 












































































































 図2-1-40) (2枚)ケルンのストリート・アーティストたちの創作活動とその作品(ドイツ、2001撮影)＊ 














図2-1-41) (左)「ビーナスの誕生」(Sandro Botticelli作、1485頃)をモティーフにしたベニス・ビーチの壁画(ロサンゼルス・アメリカ、2006撮影) 
















トウィッチェルの初期の代表作が 1971 年度に描いた「STEVE McQUEEN MONUMENT」(図 2-1-
47)である。「BRIDE AND GROOM」は、1973年から1976年にかけて制作されたものであるが、2
006 年現在でも、ロサンゼルスのダウンタウンで見かけることができる(図 2-1-48)。1977 年に描い
た「THE HOLY TRINITY WITH THE VIRGIN」(図 2-1-49)は一般人に馴染み深い人物をモデルに
して、キリスト教の神とイエス、聖母マリアを描かれている。神のモデルは Clayton Moore で、イ
エスのモデルはBilly Gray、聖母マリアのモデルは Jan Clatonである。3人とも当時人気のテレビド
ラマ「Father Knows Best」で、父、息子、母役を演じていた俳優たちである。ちなみに、この壁画
はトウィッチェルがロサンゼルスのOtis College of Art and Designにおける修士課程の卒業作品と
して制作したものである 32)。1979年に制作された「SIX LA ARTISTS」はOtis College of Art and 
Design 出身のアーティスト 6 人を描いたものである(図 2-1-50)。「111TH STREET JESUS」(図 2-1-
51)はイエスが両腕を広げているもので、当時サウス・ロサンゼルスの一帯を総括していたギャング
のリーダから依頼されて、トウィッチェルが1984年に制作した 33)。1991年から1993年にかけて制








Title Location Date Notes 
STROTHER MARTIN MONUMENT Hollywood, Los Angeles, CA 
1971 
(restored in 1988) 
Enamel, Acrylic, 11×45 
PAUL AND NORMAN PORTRAITS Montery Park, Los Angeles, CA 1972  
BRIDE AND GROOM Downtown, Los Angeles, CA 1973-1976 Acrylic Emulsion Paints. 70×70 
FREEWAY LADY LA Prince Hotel, Los Angeles, CA 1974 Aclylic, 30×22 
THE HOLY TRINITY WITH THE VIRGIN 
Otis/Parsons School of Art & Design,  
Los Angeles, CA 
1977-1978 Aclylic, 40×56 
EDWARD RUSCHA MONUMENT Job Corps Center, Los Angeles, CA 1978-1987 Acrylic, 6 stories tall 
SIX LA ARTISTS Employment Development Department,  1979 Acrylic, 20×110 
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Torrance, CA 
LEAF Monterey Park, Los Angeles, CA 1981 Acrylic, 7×16 
GARY LLOYD MONUMENT Downtown, Los Angeles, CA 1982  
7TH STREET ALTARPIECE 
(LITA ALBUQUERQUE MONUMENT) 
Downtown, Los Angeles, CA 1983 Acrylic Emulsion Paint, 18×96 
7TH STREET ALTARPIECE 
(JIM MORPHESIS MONUMENT) 
Downtown, Los Angeles, CA 1984 Acrylic Emulsion Paint, 17×94 
THE WATCHERS Barnsdall Park, Los Angeles, CA 1984 Acrylic, 9×20 
111TH STREET JESUS 
Tiger Liquor Store, South Central,  
Los Angeles, CA 
1984 14×50 
DON BACHARDY PORTRAIT Santa Monica, CA 1988  
LA MARATHON MURAL Inglewood, CA 1988-1990 Acrylic, 18×236 
JULIUS ERVING MONUMENT(Dr.J) Philadelphia, PA 1989  
THE WORD Biola University, La Mirada, CA 1989-1990 Acrylic, 30×50 
HARBOR FREEWAY OVERTURE 
(LOS ANGELES CHAMBER ORCHESTRA) 
Downtown, Los Angeles, CA 1991-1993 Acrylic, 11,000 square feet 
 
図2-1-47) (左)「STEVE McQUEEN MONUMENT」(ロサンゼルス・アメリカ、1971作)＊ 
図2-1-48) (右)「BRIDE AND GROOM」(ロサンゼルス・アメリカ、1973-1976作、2006撮影) 
図2-1-46)『LA Times Magazine』1988年2月号、18-19頁、21頁のトウィッチェルに関する記事＊ 








1936 年にアメリカのウィスコンシン州で生まれたリチャード・ハース(Richard Hass)は、1975 年か
ら2006年現在に至るまで、ニューヨークを基盤に活動し続けているアーティストである。アメリカ
の諸メディアは、彼について「Contemporary architectural muralist Richard Hass, whose trademark st




彼の初期作の一つが 1975 年にニューヨークのソーホーセンターの外壁に描いた壁画である(図 2-1-
54、図2-1-55)。ソーホーセンターは、ニューヨーク市内のプリンス通りとグリーン通りとの交差点




図2-1-51) (左)「111TH STREET JESUS」(ロサンゼルス・アメリカ、1984作)＊ 
図2-1-52) (右)「LOS ANGELES CHAMBER ORCHESTRA」(ロサンゼルス・アメリカ、1991-1993作、2006撮影) 
図2-1-49) (左)「THE HOLY TRINITY WITH THE VIRGIN」(ロサンゼルス・アメリカ、1977作)＊ 
図2-1-50) (右)「Six LA Artists」(ロサンゼルス・アメリカ、1979作)＊ 































DATE SITE LOCATION NOTES 
1975 112 Prince Street New York City, NY Exterior Mural 
1977 
West Façade 
Boston Architectural Center 
Boston, MA Exterior Mural 
1978 Alt Ring Strasse Munich Germany Exterior Mural 
1978 Peck Slip New York City, NY Exterior Mural 
1980 Homage to the Chicago School Chicago, IL Exterior Mural 
1981 Centre Theater Milwaukee, WI Exterior Mural 
1981 Hamden Plaza Hamden, CT Mural in Parking Area 
1982 P S E & G Substation New Brunswick, NJ Exterior Mural(No longer exists) 
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1984 The Reliable Corporation Chicago, IL Exterior Mural 
1985 The Chisolm Trail, Sundance Square Fort Worth, TX Exterior Mural 
1986 31 Milk Street Boston, MA Exterior Mural 
1986 Fontainbleu Hotel Miami Beach, FL Exterior Mural 
1987 Olin Terrace Madison, WI Exterior Mural 
1988 Tarrant County Civil Court House Annex Fort Worth, TX Exterior Mural 
1989 
Oregon Historical Society 
(Sovereign Hotel Building) 
Portland, OR Exterior Mural 
1993 Fulton Theater Pittsburgh, PA Exterior Mural 
1996 Absolute New York New York City, NY Advertising mural(No longer exists) 
1997 Gateway to the Waterfront Warburton Ave.& Main Street Yonkers, NY 
Exterior Mural, Funded by Downtown  
Waterfront Development Corporation 
2005 E 83rd street and York Ave. New York City, NY 
Exterior mural on a building wall that geatures t
he largest glockenspiel 















壁に描いた壁画(112 Prince Street, New York, 1975)や、ボストン建築会館の西側のファサードの壁
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図2-1-53) (3枚)リチャード・ハスの作品集『THE CITY IS MY CANVAS』(by Richard Hass and Beth Dunlop, Prestel Puclishing, May 2001)＊ 
 
図2-1-54) (左)112 Prince Street(Before Mural)＊ 
図2-1-55) (右)112 Prince Street(After Mural, ニューヨーク・アメリカ、1975作)＊ 
図2-1-56) (左)Peck Slip, South Street Seaport(Before Mural)＊ 
図2-1-57) (右)Peck Slip, South Street Seaport(After Mural, ニューヨーク・アメリカ、1978作)＊ 
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図2-1-58) (左)West Facade, Boston Architectural Center(Before Mural)＊ 
図2-1-59) (右)West Facade, Boston Architectural Center(After Mural, ボストン・アメリカ、1977作)＊ 
図2-1-60) (左)Alt Ring Strasse(Before Mural)＊ 
図2-1-61) (右)Alt Ring Strasse(After Mural, Munich, Germany, 1978作)＊ 
図2-1-62) (左)31 Milk Street(Before Mural)＊ 
図2-1-63) (右)31 Milk Street(After Mural, ボストン・アメリカ、1986作)＊ 
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図2-1-64) (左)Absolute New York(Before Mural)＊ 
図2-1-65) (右)Absolute New York(After Mural, ニューヨーク・アメリカ、1996作)＊ 
図2-1-66) (左)Fontainbleu Hotel(Before Mural)＊ 
図2-1-67) (右)Fontainbleu Hotel(After Mural, フロリダ州・アメリカ、1986作)＊ 
図2-1-68) (左)E 83rd street and York Ave.(Before Mural)＊ 
図2-1-69) (右)E 83rd street and York Ave.(After Mural, ニューヨーク・アメリカ、2005作)＊ 







ゲルト・ノイハウス(Gert Neuhaus)(図2-1-73)は1939年にドイツのベルリンで生まれ、University of 
Arts Berlin でグラフィックと展示デザインを学んだ後、60 年代から創作活動を行ってきた。1962
年から1976年までは、フリーランサーとして、連邦政府の依頼も引き受けるほか、個人的な展示会
図2-1-70) (3枚)110 Livingston Street(ニューヨーク・アメリカ、2006-2007作) ＊ 
図2-1-71) (左)City Wallsプロデュースの壁画(Robert Wiegand作、ニュ−ヨーク・アメリカ)＊ 
図2-1-72) (右)City Wallsプロデュースの壁画(Tania Milichivic作、ニューヨーク・アメリカ)＊ 




























WITH GEOMETRIC ELEMENTS」(図 2-1-80)がある。建物の向こうにも、地平線が続いているよ
うである。「ARCHITECTURE ILLUSION」(図 2-1-81)も、そのタイトル通り非現実的な状況が演出
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図2-1-73) ゲルト・ノイハウス＊        図2-1-74)「ZIPPER」(Berlin, 1979作)＊    図2-1-75)「SNEAKER」(Berlin, 1984作)＊ 
図2-1-76)「TIED UP」(Berlin-Charlottenburg, 1980作)＊                           図2-1-77)「BROKEN FAÇADE」(Berlin, 1986作)＊ 
図2-1-78) (左)「PHOENIX」(Berlin, 1989作)＊ 
図2-1-79) (中)「BEYOND EARTH」(Grietgasse, 1998作)＊ 
図2-1-80) (右)「LANDSCAPE WITH GEOMETRIC ELEMENTS」＊ 







































図2-1-81) (左)「ARCHITECTURE ILLUSION」(Berlin, 1991作)＊ 
図2-1-82) (中)「HOMMAGE a SCHINKEL」(Berlin, 1995作)＊ 
図2-1-83) (右)「HOMAGE TO A PANEL」(Berlin-Buch, 2004作)＊ 
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の首都ブリュッセル(Bruxelles, Belgium)のグラン・プラス(Grand’Place)に施される、75 メートル×2








ァーノ)では、毎年6月のコルプス・ドミニ ・ーサンデ (ーCorpus Domini Sunday)に2000平方メート
ルにも及ぶ町の中心部で、花の祭典インフィオラータが開催される。 
その歴史は 1778 年にまでさかのぼる。6 世紀に生まれたコルプス・ドミニー儀式 38)を 1782 年











  例えば、1875年8月にこの地を訪れた軍事家のジュゼッペ・ガリバルディ(Gluseppe Garibaldi, 
1807-1882)は「Certain divine things must not be trod on」40)と語り、花絵の上を通るのを強く拒んだ
逸話が残っている。作家や画家たちがインフィオラータから受けた感銘も、インフィオラータの拡
がりに役立った。デンマークの作家アンデルセン(Hans Cristian Andersen, 1805-1875))は「All the st
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図2-1-84) 昼のホテルの外壁(つくば市、2006撮影)       図2-1-85) 夜のホテルの外壁(つくば市、2006撮影) 
図2-1-86) (左)2年に1度、8月に2日間施されるグラン・プラスの花の絨毯(ブリュッセル市・ベルギ )ー＊ 
図2-1-87) (右)善光寺表参道の「インフィオラータ in NAGANO 2003」(長野市)＊ 






















7) Tony Garnier Urban Museum: http://www.museeurbaintonygarnier.com/ 
8) 吉田鋼市、前掲1)、165頁。 
9) Tony Garnier Urban Museum: http://www.museeurbaintonygarnier.com/ 
10) Cité de la création: http://www.cite-creation.fr/real1A.html 
11) Tony Garnier Urban Museum: http://www.museeurbaintonygarnier.com/ 
















24) Akira Fujimoto(金キハン訳)『THE GEOGRAPHY OF COLOR』韓国：図書出版国際、1991年、109頁。 
25) 粟津潔他編『世界のグラフィックデザイン7 環境のグラフィック』講談社、1974年、84-85頁。 
26) 高チャンフゥン『スーパーグラフィックに関する研究―注油所の視覚構造物を中心に』修士学位論文、韓国・ソウル：弘益
大学産業美術大学院、1981年、11頁。 
27) TAP2003 壁画プロジェクト：http://www.toride-ap.gr.jp/2003-j/hekiga/ 
28) 同上。 
29) http://www.rinzo2.jp/print_news00.cgi?n_number=3_003 
30) Mural Conservancy of Los Angeles/ABOUT THE MURAL CONSERVANCY: http://www.lamural.org/MCLAIntro.html 
31) Mural Conservancy of Los Angeles/MURALISTS INDEX: http://www.lamural.org/MuralistPages/Twitchell.html 
32) Mural Conservancy of Los Angeles/KENT TWITCHELL: THE FREEWAY LADY: 
http://www.lamural.org/MuralistFiles/Silverlake/FreewayLady.html 
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33) Mural Conservancy of Los Angeles/KENT TWITCHELL: 111TH STREET JESUS: 
http://www.lamural.org/MuralistFiles/SouthLA/111thStJesus.html 




37) Gert Neuhaus: http://www.glebelmalerei.de/fassadenmalerei/profil.htm 
38) (株)ベイエリア：http://www.ebayarea.net/infiorata/before/whats.html 
39) 同上。 







1) Homepage-Canada.travel: http://www.canada.jp/ 
2) North Cowichan Distric: http://cowichan2.iwebez.com/siteengine/activepage.asp 
3) 三上敦史「ヴィクトリアからの小さな旅 壁画の町紀行・カナダ」『暮しの手帖別冊 私の旅の手帖』暮しの手帖社、1995
年、12頁。 
4) 前傾2)。 
5) Chemainus 町おこし成功物語：http://www.itti.co.jp/chemainus/  
6) 三上敦史、前傾3)、123-124頁。 
7) The Chemainus Festival of Murals Society: http://www.muraltown.com/more.htm 









16) Las Vegas, Nevada(Official City of Las Vegas Web Site): http://www.lasvegasnevada.gov/FactsStatistics/history.htm 
17) ラスベガス大全：http://www.lvtaizen.com/basic/html/lasvegas.htm 
18) ロバート・ヴェンチューリ他(石井和紘・伊藤公文共訳)『ラスベガス』鹿島出版会、1978年、51頁。 
19) C. Ray Smith ‘Urban Supertoy Subdues Renewal Bulldozer’, Progressive Architecture, New York: Reinhold, 9, 1969, p.100. 
20) Ibid., p.99. 
21) Ibid, pp.147-149. 
22) Ibid, p.148. 
23) Ibid, p.147. 
24) BARRIE BRISCOE/ART AND ARCHITECTURE: http://www.barriebriscoe.co.uk/philosophy.htm 
25) BARRIE BRISCOE/Curriculum Vitae: http://www.barriebriscoe.co.uk/cv.htm 
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世紀末に繁盛したハウズ肉店とルーファス・スミス鍛冶屋である。「Arrival of the "Reindeer" in Ho
rseshoe Bay」(図 2-2-05)の、杉の樹皮でつくった外套を身にまとっているインディアン部族長の娘
が見ているトナカイ号は、英国海軍の軍艦で、その艦長ケネディ(A. E. Kennedy)はシュメイナス開
拓者の一人である。「Steam Train on Bridge Over Chemainus River」(図 2-2-06)は、シュメイナスで
はじめて鉄道が開通された時の様子を描いたものである。「Chemainus 1891」(図2-2-07)は、初期の
シュメイナス村の風景を伝えている。1927 年まで営業していた郵便局を描いた「Mill Street in 194
8」(図2-2-08)もある。「First Schoolhouse, 1883」(図2-2-09)は、シュメイナスで最初に建てられた公
立学校を、1885年に撮影した写真をもとに描いたものである。日本とシュメイナスとの関わりを物
語っている「The Winning Float」(図2-2-10)や「The Lone Scout」(図2-2-11)もある。特に「The Lo
ne Scout」は、シュメイナスの林業や漁業などに携わっていた日系カナダ人の子供たちのために、
ボーイスカウト団を結成したエドワード・シゲ・ヨシダ(Edward Shige Yoshida)を描いたものである。 
シュメイナスを支えてきた制裁産業も、欠かせない壁画の素材となっている。例えば「Steam 
Donkey At Work」(図2-2-12、図2-2-13)はシュメイナスの諸壁画のうち、初期に制作されたもので、
1882 年に John Dolbeer が発明した蒸気機械がシュメイナスの工場で使われている様子を、1902 年
度の写真をもとに描いたものである。「Lenora Mines at Mt. Sicker」(図2-2-14)では、1897年にシュ
メイナスではじめて鉱山を開いたハリー・スミス(Harry Smith)と仲間たちの姿が描かれている。「T
he Lumber Barons」(図2-2-15)では、シュメイナスを代表する二人の木材王が題材になっている。画
面の左の人物が 1924 年に第四製材所のオーナーになったジョーン・ハンバード(John Humbird)で、
図2-2-01) (左)町の衰退に直面していた時期のシュメイナス＊ 
図2-2-02) (中)シュメイナスの壁画に関する本『MURAL MAGIC』(by Donna Dash, Chemainus Mural Magic Publishing, 2006)＊ 
図2-2-03) (右)シュメイナスの壁画地図＊ 
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右の人物がハンバードの終生のライバルであり、彼から1944年に製材所を買い取ったH・R・マク




No. TITLE ARTISTS DATE SIZE LOCATION 
1 Steam Donkey At Work Frank Lewis Nancy Lagana 1982 8.1m×3m Willow Street 




1982 33m×4.2m Legion Street 
3 Steam Train on Bridge Over Chemainus River Paul Marcano 1982 16.3m×6.6m Cypress Street 
4 The Hong Hing Waterfront Store Paul Marcano 1982 8m×4.4m corner of Oak and Esplanade Streets 
5 Fallers Undercutting a Fire Thomas Robertson 1982 3.8m×10m Fire Hall Tower, Cypress Street 
6 Arrival of the "Reindeer" in Horseshoe Bay Sandy Clark Lea Goward 1983 7.7m×4.6m Mill Street 
7 Logging with Oxen Harold Lyon 1983 8.4m×3.7m Waterwheel Parking Lot 
8 Chemainus 1891 David Maclagan 1983 16.4m×3.5m Mill Street 
9 Camp 2 On a Sunday David J. More 1983 6.5m×6.3m Waterwheel Crescent 
10 Company Store Dan Sawatzky 1983 10m×8m Waterwheel Crescent 
11 Temporary Homes David White 1983 5.8m×4m Mill Street and Chemainus Road 
12 Native Heritage Paul Ygartua 1983 15.4m×6.2m Mill Street and Chemainus Road 
13 Billy Thomas Sandy Clark 1984 21m×2.4m Willow Street 
14 H.M.S. Forward Harry Heine 1984 9.8m×2.6m Mill Street 
15 Chemainus Tug Boat Mark Heine Harry Heine 1984 30.5m×13m Legion Street 
16 Chinese Bull Gand Ernest Marza 1984 32m×3m Legion Street 
17 First Schoolhouse, 1883 Kiff Holland 1986 4.825m×2.44m West Wall, Willow Street Place 
18 Ancestry Born in the Chemainus Valley Elizabeth Smily 1986 3.05m×1.5m Mill Street 
19 Mill Street in 1948 Mike Svob 1986 6.15m×13.85m Maple Street 
20 World in Motion Alan Wylie 1986 31.08m×3.68m Chemainus Road 
21 Chemainus Harbour 1910 E. Colin Williams 1987 2.1m×10.5m Oak Street 
22 Lenora Mines at Mt. Sicker Peter Bresnen 1988 6m×6.6m Corner of Victoria and Willow Streets 
23 Chemainus Hospital Doug Driediger 1988 2.4m×6m Chemainus Medical Clinic,  Esplanade Street 
24 Second Chemainus Sawmill Bruce Rickett 1988 2.4m×6m Chemainus Road 
25 Waiting for the Whistke Robert Dafford 1989 36.58m×3.05m Cypress Street 
26 Chemainus-The War Years-Circa 1915 Susan Tooke Crichton 1989 10.65m×2.13m Maple Street 
27 The Spirit of Chemainus Dan Sawatzky Peter Sawatzky 1991 4.57m×4.57m Laurel Street 
28 No.3 Climax Engine Dan Sawatzky 1991 4.57m×4.42m Alder Street 
29 The Winning Float Joyce H. Kamikura 1991 9.45m×3.35m Croft Street 
30 The Lone Scout Stanley Hiromichi Taniwa 1991 6.10m×2.59m Croft Street 
31 The Lumber Barons Constance Greig-Manning Bill Manning 1992 9.75m×4.88m Mill Street 
32 The Telephone Company-Circa 1915 Cim MacDonald 1992 3.66m×3.05m Willow Street 
33 Memories of a Chinese Boy Chen Shu Ren 1996  Chemainus Road 
34 Letters From the Front David Goatley 2002 8.2m×3m Willow Street 
35 Chemainus Waterwheel Sylvia Verity Dewar  7.8m×4.5m Willow and Waterwheel Crescent on  Waterwheel Park 
 
4) 役割の考察 
シュメイナスの試みは、世間から高く評価された。そのことは、まず 12 点の壁画が完成した 1983
年に、ユニークな町おこしに成功した自治体に贈られるNew York Downtown Revitalization Award 
for redevelopment of the town coreの 83年度大賞が受賞されたことから証明された。当賞と共に贈
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られた言葉「The Little Town That Did」はシュメイナスの代名詞となった。さらに、1994年にはB
ritish Airways Tourism for Tomorrow Award(the Americas)が授与された(図 2-2-16)。そして、町おこ
し運動の立役者であるシュッツは、1988年にブリティッシュ・コロンビア州の観光省、レクレーシ
ョン省、文化省からその功績を認められて、州の観光大使に任命された。 また、「1987年の社会に





















図2-2-04) シュメイナスの観光案内所の壁画「World In Motion」＊    図2-2-05)「Arrival of the "Reindeer" in Horseshoe Bay」(1983作)＊ 
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図2-2-12)「Steam Donkey At Work」(1982作)＊                         図2-2-13)「Steam Donkey At Work」の木彫り(1983作)＊ 
図2-2-10)「The Winning Float」(1991作)＊       図2-2-11)「The Lone Scout」(1991作)＊ 
図2-2-08)「Mill Street in 1948」(1986作)＊              図2-2-09)「First Schoolhouse, 1883」(1986作)＊ 
図2-2-06) (左)「Steam Train on Bridge Over Chemainus River」(1982作)＊ 
図2-2-07) (右)「Chemainus 1891」(1983作)＊ 










図2-2-14)「Lenora Mines at Mt. Sicker」(1988作)＊               図2-2-15)「The Lumber Barons」(1992作)＊ 
図2-2-16) (左)British Airways Tourism for Tomorrow Award(The Americas)(1994年度)＊ 
図2-2-17) (中)壁画「Billy Thomas」(1984作)があるアイスクリームショップ＊ 
図2-2-18) (右)シュメイナスを訪れた観光客たち＊ 
 
図2-2-19)「Letter From the Front」(2002作)＊ 





















図2-2-20) 2006年現在のシェフィールドの街並み＊                  図2-2-21) かつての駅馬車乗り場の壁画 現在は自動車整備所である＊ 
図2-2-22) 畜産用品店の壁画＊   図2-2-23) 生活用品工房の壁画＊  図2-2-24)「困難な年月(The Hardest Years)」(2000作)＊ 































チビアーナは図 2-2-27 のように、大きく 3 つのエリアになっている。1 つ目のエリアは村の東側に
あるマサリエ(Masarie)で、1980 年度にAldo De Vidalによって描かれた「al squadrador」をはじめ、
1990年度初期まで描かれた壁画がある。2つ目のエリアは村の南側に位置し、リーテ川に沿ったソ
ット(Sotto)エリアで、1985年から1990年の間に描かれたものがある。このエリアは南にあるサッソ
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ルンゴ・ディ・チビアーナ山の左翼の山並を背景にして、家屋や納屋が集まっている。3 つ目のエ













ン焼き窯を題材にした「Al Forno」(図 2-2-34)は、チリの画家 Mario Topia が 1992 年に描いた。同










 図2-2-25) チビアーナの風景＊ 
図2-2-26) チビアーナの壁画祭Muralesの
手作りサイン＊ 
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図2-2-27) チビアーナ村の3つのエリア＊ 
図2-2-28) Luigi Rincicotti作「al moliner」(1981制作)＊       図2-2-29) ソット・エリアにある村人の日常生活を描いた壁画＊ 
図2-2-30) Vittorio Basaglia作「Al Falegname」(1993制作)＊     図2-2-31) Sergio de Bon作「La Forgia」(1996制作)＊ 
図2-2-32) Saverio Barbaro作「L'Emigrazione」(1997制作)＊ 
図2-2-33) (左)Yosuke Niwa(Japan)作「Too Ghen Kio-Utopia」(1988制作)＊ 
図2-2-34) (中)Mario Topia(Cili)作「Al Forno」(1992制作)＊ 
図2-2-35) (右)Gianni Longinotti(Padova)作「La Fotografies de Cetta」(1991制作)＊ 
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ホテル(Golden Gate Hotel)である。1911年3月に、ギャンブルがネバダ州で許可されたことを受け、
















































アメリカの建築家ロバート・ヴェンチューリは自著『LEARNING FROM LAS VEGAS: The Forg-
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図2-2-42) (3枚)The Forum Shopsの内部風景 天井は時間の経過によって色や模様が変化する(ラスベガス・アメリカ、2006撮影) 
図2-2-40) (左)The Forum Shopsの入口(ラスベガス・アメリカ、2006撮影) 
図2-2-41) (右)The Forum Shopsの3階吹き抜け 柱と天井にフレスコ画が描かれている(ラスベガス・アメリカ、2006撮影) 
 
図2-2-37) (左)Hotel Flamingoのコンサート広告(ラスベガス・アメリカ、2006)＊ 
図2-2-38) (中)移動広告板の役割をするトラック(ラスベガス・アメリカ、2006撮影) 
図2-2-39) (右)屋根と後部に広告を乗せたタクシ (ーラスベガス・アメリカ、2006)＊ 
 
図2-2-36) (3枚)様々なグラフィックがあふれているラスベガスの街並(2006撮影) 























図2-2-43) (左)ベネチアの街並に演出されたGrand Canal Shoppesの内部(ラスベガス・アメリカ、2006撮影) 
図2-2-44) (中)Grand Canal Shoppes内のサンマルコ広場(ラスベガス・アメリカ)＊ 
図2-2-45) (右)ロッテ・デパートの地下広場の空模様の天井(釜山・韓国、2006撮影) 
 
図2-2-46) (2枚)Grand Canal Shoppesの入口 ヨーロッパ宮殿を彷彿させる豪華な装飾が目立つ(ラスベガス・アメリカ、2006撮影) 












そこで、地元の開発業者の I.R.ウーキ (ーI. R. Wookey)は、トロント市の繁華街としてのヨーク・
スクエアの魅力を高めるために、建築家のA.ジャック・ダイアモンド(A. J. Diamond)とバルトン・





























トに対して「巨大なスケールのグラフィックを用いた最初の都市再開発(As the first urban renewal 
development in the idioms, it helps to prove, at last, that the “supergames” are valid and meaningful 

























































図2-2-48) リニューアル後のヨーク・スクェア商店街＊                 図2-2-49) リニューアル後のヨーク・スクェア商店街＊ 
図2-2-50) 高層ビルが立て並ぶ中央洞の表通り(2006撮影)       図2-2-51) 朝鮮戦争時代の様子を残している中央洞の路地裏(2006撮影) 
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図2-2-52) リニューアル後の中央洞路地裏の入口サイン(2005撮影)   図2-2-53) レトロな雰囲気の中央洞路地裏の古い映画ポスタ (ー2006撮影) 
図2-2-54) リニューアル後の繁華街方面の40階段(2005撮影)         図2-2-55) リニューアル後の繁華街方面の40階段の内部(2006撮影) 
図2-2-56) リニューアル前の釜山駅方面の40階段(2003)              図2-2-57) リニューアル後の釜山駅方面の40階段(2005撮影) 
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まず、アメリカでの人種差別問題は、マーティン・ルーサー・キング牧師(Martin Luther King 
























GroupとSocial and Public Art Resource Centerである。 
 





いたその絵は、「The Wall of Respect」(図2-3-01)と名づけられ、「現代アメリカの壁画運動の起爆剤」
と評価されつつ、ブラック系の住民たちのプライドを高め、20世紀後半のアメリカにおける壁画の
展開に重要なきっかけを与えたものと評価された 5)。 







は、アメリカ社会が抱えていた大きな問題の1つであった。「The Wall of Respect」に続いて、ワー
カーと「The Wall of Respect」の制作メンバーたちは「The Wall of Truth」を描いた。彼らは画面
の中央に「WE, THE PEEOPLE OF THIS COMMUNITY, CLAIM THIS BLDG IN ORDER TO P
RESERVE WHAT IS OURS(我ら、この地域の住民たちは、この建物が我々のものとして保存され
ることを望む)」というメッセージを書き入れた。しかし、1971年には原因不明の火災によって「T
he Wall of Respect」と「The Wall of Truth」は消失された 7)。「The Wall of Respect」の制作がきっ
かけとなり、ウィリアム・ワーカーとジョーン・ウェバ (ーJohn Pitman Weber)を中心に集まったブ
ラック系やラテン系、アジア系とホワイト系アメリカ人など、男女12人のアーティストたちは、1
970年にChicago Mural Groupを結成し、本格的な壁画制作活動を開始した。 
 
2) Chicago Mural Group時代の活動内容 
Chicago Mural Group が描く壁画の多くは、ブラック系アメリカ人たちを取り巻く理不尽な社会的
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状況を受け入れつつ、より良い未来に希望を託すものである。 







シカゴ市内のある教会に1973年に描かれた「For a New World」(Parish of the Holy Covenant 




















3) Chicago Public Art Group時代の活動内容 
Chicago Mural Groupを前身にするChicago Public Art Groupが結成されたのは1980年代であった。
彼らは「シカゴの地域社会において、芸術家とコミュニティの間に、創造的な協力関係を確立し、
市民の生活に肯定的な影響を与えること」を目標に、地域団体とコミュニティ開発組織、教会、学
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校、社会福祉団体などと協力し合って、2000年度以降にも公共芸術の拡散に取り組み続けている。 






900 block of N. Glenwood Avenue, Chicago, 1983)がある(図 2-3-07)。長さ 350 フィートにも及ぶ壁
画を完成させるために、人々は幾つかのグループに分かれ、各50フィートずつ制作を担当した。壁
画家と落書きライターからなる参加者たちはChicago Public Art Groupが主催したSpray Mural Wo
rkshopをきっかけに、共同作業に取り組むようになった 14)。 
そして Chicago Mural Group の時代から描き続けてきた社会問題の告発と、より良い社会への
希望を盛り込んだ壁画もなお制作している。「The Great Migration」(Donnelley Center Community 





「New Life, New Love」(Bethel New Life 1140 N. Lamon, Chicago, 1996)(図2-3-09)は、子供たちに
愛情を注ぐ理想の家族を表現している。中央の天使像は、壁画のタイトルでもある「新たな生命と
新たな愛情(New Life, New Love)」を象徴している。背景の紫色は、大人たちが子供に対して注い
でいる愛情が生命の誕生につながることを、社会の隅々にまで伝えたいという思いを表しており、
天使や子供たちに使われた白色と黄色は、生命とエネルギーを象徴している 16)。 
さらに Chicago Public Art Group では、壁画における新たな表現技法の提案も大胆に行われて
いる。例えば「Tell Me What You See」(2500 N. Milwaukee Avenue, Chicago, 1997)(図2-3-10)はア
ーティストの Joshua Sarantitisが地元の若者たちと共に制作した長さ470フィートの壁画で、コンピ
ューター・グラフィックスが用いられている。プロジェクトに参加した若者たちは、パソコンで描
いた自らの顔を持って、それぞれの内面を表現している。顔の背景には「Look around you/Tell me 
what you see/Do you see the earth’s true beauty?/All I see is humanity/When I walk around/All I se
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いる。 
ペインティングとモザイクの 2 つの技法が混用された「The Only Thing Keeping Me Down Is
…Gravity」(Association House of Chicago, 2150 W. North Avenue, Chicago, 1997)(図2-3-11)では、壁
画を通じた地域住民とアーティストたちとの積極的なコミュニケーションが窺える。テーマはラテ
ン系の移住民たちが日常的に感じている文化、言葉、人種、政治などの、社会的問題の解決を訴え
るもので、アーティストが移住民たちにした幾つかの質問、例えば「What makes you feel free?(あ
なたを自由にさせるのは何か)」「What is it you are doing when you feel most free?(あなたは何をす
る際に最も自由であると感じるのか)」「What do you do after you break a barrier?(あなたはバリア














図2-3-01)「The Wall of Respect」(1967作)＊           図2-3-02) シカゴ市民に演説しているウィリアム・ワーカー＊ 
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図2-3-06)「Patterns of our Past」(1982作)＊ 
図2-3-05)「TILT: Together Protect the Community」(1976制作・2003年補修)＊ 
図2-3-04) (3枚)「For a New World」(1973作)＊ 
図2-3-03) (2枚)「Peace and Salvation, Wall of Understanding」(1970作)＊ 










団体としてSocial and Public Art Resource Center(以下SPARC)の名が挙げられる。SPARCはヒスパ
ニック系アメリカ人の壁画家、ジュディス・F・バッカ(Judith F. Baca)と、画家のクリスティーナ・
シュレジンガ (ーChristina Schlesinger)、映画製作者のドナ・ドイチ(Donna Deitch)によって1976年に
組織された。 
SPARCは、アメリカ国内で暮している様々な民族や世代、階層の人々の相互理解を助け、コミ
ュニケーションを促す手段として、壁画に注目した。その理由は「Birth of a Movement」という、
図2-3-07) (2枚)「Art for All」(1993作)＊ 
図2-3-08)「The Great Migration」(1995作)＊                    図2-3-09)「New Life, New Love」(1996作)＊ 
図2-3-10)「Tell Me What You See」(1997作)＊                  図2-3-11)「The Only Thing Keeping Me Down Is…Gravity」(1997作)＊ 








SPARCの代表作に挙げられるのが「The Great Wall of Los Angeles」である。この壁画は、2000年




974年に陸軍工兵隊(the Army Corps of Engineers)がバッカに、ロサンゼルス近郊の小規模公園と自
転車道路の周辺に壁画を用いた環境整備計画を持ちかけたことであった。ところが、彼女は現場と
なる壁面を見た後、単なる環境美化に止まらず、社会的な意味も含む壁画を制作することを決意し













図2-3-12) 制作中の「The Great Wall of Los Angeles」＊         図2-3-13)「The Great Wall of Los Angeles」＊ 
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3) 役割の考察 
壁画のスケールの大きさや内容の社会性などから、「The Great Wall of Los Angeles」は制作の初期
段階から各種メディアでも取り上げられるなど、常に人々の注目を浴びてきた(図2-3-16～図2-3-20)。
一見、この壁画はカリフォルニアの先史時代から20世紀中半までの歴史に関する、一種の記録画の
ように思われる。しかし、制作のメインアートディレクターであるバッカが「I designed this projec
t as an artist concerned not only with the physical aesthetic considerations of a space, but  
the social, environmental and cultural issues affection the site as well」25)と語っているように、「The 
Great Wall of Los Angeles」は労働者や少数民族、移住者たちをカリフォルニア歴史の主人公にし
て、彼らの存在感を社会に向けて強く主張する、メッセージ性の強い壁画である。 
 
図2-3-14) (左)「The Great Wall of Los Angeles」(『LIFE』1980年12月号中)＊ 
図2-3-15) (右)「The Great Wall of Los Angeles」(『LIFE』1980年12月号中)＊ 
図2-3-16) (左)「The Great Wall of Los Angeles」の特集号『LIFE』1980年12月号の表紙＊ 
図2-3-17) (右)「The Great Wall of Los Angeles」を制作中のJudith F. Baca(『LIFE』1980年12月号中)＊ 












■事例1：Chicago mural Group／Chicago Public Art Groupの活動(シカゴ・アメリカ) 
■事例2：Social and Public Art Resource Centerの活動(ロサンゼルス・アメリカ) 
役割の類型 政治的・社会的役割／社会的メッセージの発信 
登場時期 
1) Chicago mural Group ：1960年代-1970年代 
2) Chicago Public Art Group：1970年代- 


























図2-3-18) (左)The New York Times, 26 May 2002 Newspaper＊ 
図2-3-19) (中)Los Angeles Times, 21 February 2002 Newspaper＊ 
図2-3-20) (右)Daily News, 7 November 2005 Newspaper＊ 
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コ(Jose Clemente Orozco)とディエゴ・リベラ(Diego Rivera)、そしてダビッド・アルファロ・シケイ
ロス(David Alfaro Siqueiros)は、メキシコ壁画運動の3巨匠と呼ばれており、メキシコの文明や歴史、
独裁政権に対する批判や資本主義の風刺を主なテーマとしながら、壁画を持ってメキシコの人々に














丁目から 16 丁目に至るミッション地区(Mission District)で暮している。ミッション地区の人口構成
は中央アメリカ、南アメリカ、メキシコなど、中南米から移り住んできた人々が多く、その殆どが
図2-3-23) David Alfaro Siqueirosの「メキシコ壁画運動の主人公たち」(メキシコシティ、1971作)＊ 
図2-3-21) (左)Diego Riveraの「メキシコ革命(La Revolucion Mexicana)」(メキシコシティ、1929-1935作)＊ 
図2-3-22) (右)Jose Clemente Orozcoの「イデオロギーたちの祝祭(El carnaval de las ideologies) (ハリスコ州・メキシコ、1937作)＊ 
 













ーはミッション地区の南北には24 Avenueから25 Avenue の間に、東西にはHarrison StreetとTreat










代表的団体が Precita Eyes Mural Arts & Visitors Center で、Susan Cervantes をディレクターとする
コミュニティ・ミューラル・ウォークショップのPrecita Valley Community Centerを全身とするNP
O コミュニティ芸術組織(non-profit multipurpose community arts organization)である。彼らの最初の
壁画は移動式パネルに描いた「Masks of God, Soul of Man」で、Bernal Heights 図書館分館に飾ら




きた。その中で、1979 年に Precita Eyes Mural Arts & Visitors Center は NPO 団体として組織を整
えた 29)。 
 




画家たちによって 22 丁目の Bartlett Street に描かれた「Roots of Spirit」(図 2-3-25)がある。18 丁目
の Guerrero Street と Valencia Street の間にあるサンフランシスコ・ウィメンズ・ビルディング(SF 
Women’s Building)の全体を覆い尽くしている「Maestrapeace」(S. Cervantes, J. Alicia, M. Bergman, 







Ashbury Muralist たちが描いた「Rainbow People」がある(図 2-3-27)。これはベトナム戦争への反対
をテーマにしたもので、平和を象徴する虹の回りには、のどかに楽器を演奏している人々の姿や、
空を飛んでいる鳩などが見える。画面の左側には平和のために戦っている市民の姿が、右側には彼
らが求めている楽園がある 30)。Susan Kelk と Precita Eyes Mural Arts & Visitors Center の壁画家た
ちによる「Indigenous Eyes: War or Peace」(1991)(図2-3-28)は、戦争が子供たちに与える悲惨な影響
を語っている。「Hope For The World Cure」(1998)は、エイズを患っているアーティストの集まり




Susan KelkとPrecita Eyes Mural Arts & Visitors Centerの壁画家たちが2004年に手がけた「Unity 
Amongst Diversity」(16th Street, Mission District, 2004)(図2-3-30)がそれである。以上に挙げた壁画の































図2-3-27)「Rainbow People」(1972-1974作)＊                  図2-3-28)「Indigenous Eyes: War or Peace」(1991作)＊ 
図2-3-25)「Roots of Spirit」(1993作)＊            図2-3-26)「Maestrapeace」(1994作) 
図2-3-24) (6枚)サンフランシスコ・ミッション地区のバルミー・アレーの壁画＊ 




















図2-3-29) Juana Aliciaの壁画(1998/2002作)                    図2-3-30)「Unity Amongst Diversity」(Susan Kelk他、2004作) 
図2-3-31) (8枚)ミッション地区の諸壁画(2006撮影) 





も最適な方法と考えていた。やがて、1622 年ローマ法王グレゴリウス 15 世が教皇庁に創設した反


















































「萬景台線」の 3 つの路線を保有するに至った。2006 年現在、革新線には 9 つの駅舎があり、千里










光コースにもなっている平壌地下鉄は、2002 年 2 月 20 日刊の北朝鮮の労働新聞『主体』で「地下
宮殿」と自賛しているほど 43)、一部施設においては豪華さと贅沢さが際立つ。 
その駅舎の構内には、各駅名にちなんだ壁画が施されている。例えば、万景台線の復興駅では(図


































































図2-3-32) 1938年ニュルンベルクのナチ党大会のパレード＊                     図2-3-33) 1938年ニュルンベルクのナチ党大会の演説会場＊ 
図2-3-34) 最高人民会議(平壌・北朝鮮)＊                           図2-3-35) アリラン祝典のマスゲーム(平壌・北朝鮮)＊ 
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ンのトニー・ガルニエ・アーバン・ミュージアムは、プロの壁画制作組織Cité de la créationによっ
て実現されたものである。チビアーナ村で開催される壁画祭に招聘されるアーティストたちも、何
らかの受賞経験を持つことが、選定条件となっている。また、一般市民が参加した場合でも、プロ




























4) 張素賢『Street Mural』韓国：悦話堂、1984年、46-46頁。 
5) Graham Cooper & Doug Sargent, PAINTING THE TOWN, Oxford: Phaidon, 1979, p.8. 
6) 張素賢、前掲80)、50-51頁。 
7) 同上、51-53頁。 
8) Chicago Public Art Group/Peace and Salvation, Wall of Understanding: http://www.cpag.net/guide/2/2_pages/2_6_18.htm 
9) Chicago Public Art Group/For a New World: http://www.cpag.net/guide/2/2_pages/2_6_17.htm 
10) Chicago Public Art Group/TILT:Together Protect the Community: http://www.cpag.net/guide/2/2_pages/2_6_11.htm 
11) Chicago Public Art Group/Patterns of our Past: http://www.cpag.net/guide/2/2_pages/2_6_06.htm 
12) 張素賢、前掲80)、118頁。 
13) Chicago Public Art Group/About CPAG: http://www.cpag.net/home/ 
14) Chicago Public Art Group/Art for All: http://www.cpag.net/guide/2/2_pages/2_5_08.htm 
15) Chicago Public Art Group/The Great Migration: http://www.cpag.net/guide/2/2_pages/2_5_03.htm 
16) Chicago Public Art Group/New Life, New Love: http://www.cpag.net/guide/2/2_pages/2_4_15.htm 
17) Chicago Public Art Group/Tell Me What You See: http://www.cpag.net/guide/2/2_pages/2_4_11.htm 
18) Chicago Public Art Group/The Only Thing Keeping Me Down Is…Gravity: http://www.cpag.net/guide/2/2_pages/2_4_09.htm 
19) Mural Conservancy of Los Angeles: http://www.lamurals.org/ 
20) Taylor Holyday, ‘L.A. Murals Up Against the Wall’, THE WALL STREET JOURNAL, 2000.09.29. 
21) The Social and Public Art Resource Center/The Birth of Movement: http://www.sparcmurals.org/usmx/birth/birth.html 
22) Taylor Holyday, op. cit. 96). 
23) The Social and Public Art Resource Center/A Personal Message from Judy Baca: http://www.sparcmurals.org/sparcone 
24) Douglas Kirkland, ‘Folk History on an L.A.Wall’, LIFE, 1980.12, p.89. 




28) Precita Eyes Mural Arts and Visitors Center/Mural of the Mission: http://www.precitaeyes.org/missionhist.html 
















































 図2-0-01) 20世紀後半以降の街路空間における環境グラフィックの役割の分類 
























アーバン・ミュージアム(Tony Garnier Urban Museum)」である。 
トニー・ガルニエとは、1869年に地元リヨンで生まれ、「工業都市(The Industrial City)」を提案
し、エタ・ズュニ地区の都市計画を進めた建築家である。彼は1918年度に出版した『一つの工業都




























図2-1-01) リヨンの旧市街地(2006撮影)        図2-1-02) リヨンの新市街地(2006撮影) 
図2-1-03) (2枚)トニー・ガルニエの工業都市計画のスケッチ(エタ・ズュニ地区の壁画より、2006撮影) 







 図2-1-04) 工業都市をモティーフにしたエタ・ズュニ地区の16枚の壁画(2006撮影) 









格的な取り組みがスタートした。そして 1985 年には、団地の所有主 OPAC du Grand Lyon との交
渉が成立し、リニューアルのプログラムが始動された。さらに1988年には、地元に拠点を置く壁画
制作組織Cité de la créationの提案によって、建物に壁画を設置し、街並みそのものを野外美術館に
する提案が出された。Cité de la créationのコンセプトとは、エタ・ズュニ地区の生みの親であるト
ニー・ガルニエを題材にした壁画を通じて、偉大な建築家の理想という、自らの街に込められてい
る意味をよみがえらせ、文化的価値を強調することであった。この提案が住民側に受け入れられ、1


















「THE IDEAL EGYPTIAN CITY」(図2-1-07)では、芸術の門やエジプトの冥王が守っている時
間の門、そして永遠の命を象徴する生命の門など、生と死に関するエジプト人の独自の目線に基づ
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いた理想の都市が示されている。「THE IDEAL MEXICAN CITY」(図 2-1-08)では、メキシコのシ
ンボルとして擬人化した太陽と月を用いて宇宙の二元性を物語ると共に、メキシコのシンボルであ
る羽の生えた大型の蛇を通じて、人類の共存を描いている。「THE IDEAL INDIAN CITY」(図2-1-
09)では、画面の上部には農業や畜産業に携わっている人々と、画面の中央部には新郎新婦の姿、下
部には音楽と踊りを楽しむ人々の姿を通じて、労働と信仰、儀式に関わる人間界を表現している。
「THE IDEAL RUSSIAN CITY」(図2-1-10)は、折り曲げ、擬人化した色々の家屋を通じて、旧ソ連
の官僚的建物に反発の意を示すと共に、自然と人間の歓喜の本質を模索している。西アフリカ・コ






団地は「トニー・ガルニエ・アーバン・ミュージアム(Urban Museum Tony Garnier)」として、1998
年5月に新たなスタートを切った。 
エタ・ズュ二地区の壁画制作は、2000度以降にもなお行われている。地区の入口には、理想都










実際に「The inhabitant’s pride is that this living and free museum is open-air and has received 1
7000 guided tours since the first year, and hundred of thousands spontaneous visits」10)と、アーバン・




アーバン・ミュージアムは、1991年にUNESCOから｢World Decade for Cultural Development Prize｣
第 2 章 20 世紀後半以降の街路空間における環境グラフィックの役割 
 93 
を受賞した(図2-1-14)。1994 年にはアーバン・ミュージアムの実現に貢献した人々にオスカー後援
会(Sponsorship Oscar)から｢Télérama Prize｣が送られた。そして 2002 年には「Tourism Trophies of th








図2-1-07) (左)「THE IDEAL EGYPTIAN CITY」(Abdel Salam EID作、2006撮影) 
図2-1-08) (中)「THE IDEAL MEXICAN CITY」(Marisa LARA, Arturo GUERRERO作、2006撮影) 
図2-1-09) (右)「THE IDEAL INDIAN CITY」(Shanfaram TUMBDA作、2006撮影) 
 
図2-1-05) (左)工業都市の集会議場の壁画 画面の時計は実物である(2006撮影) 
図2-1-06) (右)1914年の国際タウン計画博覧会に関する壁画 下部の中央にガルニエの姿が見える 























2) 団地の所有主OPAC du Grand Lyonとの交渉成立(1985) 








1) UNESCO「World Decade for Cultural Development」Prize受賞(1991) 
2) Sponsorship Oscar/Telerama Prize受賞(1994) 




図2-1-13) (左・中)エタ・ズュニ地区の入口にある3点の壁画「THE IDEAL CITY」(Cité de la création作、2006撮影) 
図2-1-14) (右)歴代の「World Decade for Cultural Development Prize」受賞作品集＊ 
図2-1-10) (左)「THE IDEAL RUSSIAN CITY」(Gregory CHESTAKOV作、2006撮影) 
図2-1-11) (中)「THE IDEAL CITY OF COTE DIVOIRE」(Youssouf BATH作、2006撮影) 
図2-1-12) (右)「THE IDEAL AMERICAN CITY」(Matt MULLICAN作、2006撮影) 
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 図2-1-17) (左)四季の自然景観を題材にした現した高層集合住宅の外壁グラフィック(江原道・韓国)＊ 図2-1-18) (右)落ち着いた色彩のハンシン建設の高層集合住宅(京畿道・韓国)＊ 
図2-1-19) 韓進タウンの外壁グラフィック(釜山・韓国、2006撮影)   図2-1-20) 大橋タウンの外壁グラフィック(釜山・韓国、2006撮影) 
図2-1-21) (2枚)金海北部新都市の高層住宅の外壁デザイン(金海・韓国)＊ 
































































































図2-1-22) 大日精化工場の煙突(静岡県・日本)＊      図2-1-23) 星信自動保税蔵置場の外壁(釜山・韓国、2003撮影) 
 








図2-1-24) ゴンドリー海軍造船所の海側のファサード(フランス)＊       図2-1-25) ゴンドリー海軍造船所の陸側のファサード(フランス)＊ 

















































図2-1-31) (左)ハングルグラフィックのパーキング・タワ (ー釜山・韓国、2003撮影) 
図2-1-32) (右)キリギリスのグラフィックのパーキング・タワ (ー釜山・韓国、2005撮影) 
図2-1-33) (左)渦巻き模様の繁華街のパーキング・タワ (ー釜山・韓国、2006撮影) 
図2-1-34) (右)水玉模様のボウリングセンターのパーキング・タワ (ー釜山・韓国、2006撮影) 
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図2-1-35) (左)住宅街に隣接した総合病院のパーキング・タワ (ー釜山・韓国、2003撮影) 












































































































 図2-1-40) (2枚)ケルンのストリート・アーティストたちの創作活動とその作品(ドイツ、2001撮影)＊ 














図2-1-41) (左)「ビーナスの誕生」(Sandro Botticelli作、1485頃)をモティーフにしたベニス・ビーチの壁画(ロサンゼルス・アメリカ、2006撮影) 
















トウィッチェルの初期の代表作が 1971 年度に描いた「STEVE McQUEEN MONUMENT」(図 2-1-
47)である。「BRIDE AND GROOM」は、1973年から1976年にかけて制作されたものであるが、2
006 年現在でも、ロサンゼルスのダウンタウンで見かけることができる(図 2-1-48)。1977 年に描い
た「THE HOLY TRINITY WITH THE VIRGIN」(図 2-1-49)は一般人に馴染み深い人物をモデルに
して、キリスト教の神とイエス、聖母マリアを描かれている。神のモデルは Clayton Moore で、イ
エスのモデルはBilly Gray、聖母マリアのモデルは Jan Clatonである。3人とも当時人気のテレビド
ラマ「Father Knows Best」で、父、息子、母役を演じていた俳優たちである。ちなみに、この壁画
はトウィッチェルがロサンゼルスのOtis College of Art and Designにおける修士課程の卒業作品と
して制作したものである 32)。1979年に制作された「SIX LA ARTISTS」はOtis College of Art and 
Design 出身のアーティスト 6 人を描いたものである(図 2-1-50)。「111TH STREET JESUS」(図 2-1-
51)はイエスが両腕を広げているもので、当時サウス・ロサンゼルスの一帯を総括していたギャング
のリーダから依頼されて、トウィッチェルが1984年に制作した 33)。1991年から1993年にかけて制








Title Location Date Notes 
STROTHER MARTIN MONUMENT Hollywood, Los Angeles, CA 
1971 
(restored in 1988) 
Enamel, Acrylic, 11×45 
PAUL AND NORMAN PORTRAITS Montery Park, Los Angeles, CA 1972  
BRIDE AND GROOM Downtown, Los Angeles, CA 1973-1976 Acrylic Emulsion Paints. 70×70 
FREEWAY LADY LA Prince Hotel, Los Angeles, CA 1974 Aclylic, 30×22 
THE HOLY TRINITY WITH THE VIRGIN 
Otis/Parsons School of Art & Design,  
Los Angeles, CA 
1977-1978 Aclylic, 40×56 
EDWARD RUSCHA MONUMENT Job Corps Center, Los Angeles, CA 1978-1987 Acrylic, 6 stories tall 
SIX LA ARTISTS Employment Development Department,  1979 Acrylic, 20×110 
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Torrance, CA 
LEAF Monterey Park, Los Angeles, CA 1981 Acrylic, 7×16 
GARY LLOYD MONUMENT Downtown, Los Angeles, CA 1982  
7TH STREET ALTARPIECE 
(LITA ALBUQUERQUE MONUMENT) 
Downtown, Los Angeles, CA 1983 Acrylic Emulsion Paint, 18×96 
7TH STREET ALTARPIECE 
(JIM MORPHESIS MONUMENT) 
Downtown, Los Angeles, CA 1984 Acrylic Emulsion Paint, 17×94 
THE WATCHERS Barnsdall Park, Los Angeles, CA 1984 Acrylic, 9×20 
111TH STREET JESUS 
Tiger Liquor Store, South Central,  
Los Angeles, CA 
1984 14×50 
DON BACHARDY PORTRAIT Santa Monica, CA 1988  
LA MARATHON MURAL Inglewood, CA 1988-1990 Acrylic, 18×236 
JULIUS ERVING MONUMENT(Dr.J) Philadelphia, PA 1989  
THE WORD Biola University, La Mirada, CA 1989-1990 Acrylic, 30×50 
HARBOR FREEWAY OVERTURE 
(LOS ANGELES CHAMBER ORCHESTRA) 
Downtown, Los Angeles, CA 1991-1993 Acrylic, 11,000 square feet 
 
図2-1-47) (左)「STEVE McQUEEN MONUMENT」(ロサンゼルス・アメリカ、1971作)＊ 
図2-1-48) (右)「BRIDE AND GROOM」(ロサンゼルス・アメリカ、1973-1976作、2006撮影) 
図2-1-46)『LA Times Magazine』1988年2月号、18-19頁、21頁のトウィッチェルに関する記事＊ 








1936 年にアメリカのウィスコンシン州で生まれたリチャード・ハース(Richard Hass)は、1975 年か
ら2006年現在に至るまで、ニューヨークを基盤に活動し続けているアーティストである。アメリカ
の諸メディアは、彼について「Contemporary architectural muralist Richard Hass, whose trademark st




彼の初期作の一つが 1975 年にニューヨークのソーホーセンターの外壁に描いた壁画である(図 2-1-
54、図2-1-55)。ソーホーセンターは、ニューヨーク市内のプリンス通りとグリーン通りとの交差点




図2-1-51) (左)「111TH STREET JESUS」(ロサンゼルス・アメリカ、1984作)＊ 
図2-1-52) (右)「LOS ANGELES CHAMBER ORCHESTRA」(ロサンゼルス・アメリカ、1991-1993作、2006撮影) 
図2-1-49) (左)「THE HOLY TRINITY WITH THE VIRGIN」(ロサンゼルス・アメリカ、1977作)＊ 
図2-1-50) (右)「Six LA Artists」(ロサンゼルス・アメリカ、1979作)＊ 































DATE SITE LOCATION NOTES 
1975 112 Prince Street New York City, NY Exterior Mural 
1977 
West Façade 
Boston Architectural Center 
Boston, MA Exterior Mural 
1978 Alt Ring Strasse Munich Germany Exterior Mural 
1978 Peck Slip New York City, NY Exterior Mural 
1980 Homage to the Chicago School Chicago, IL Exterior Mural 
1981 Centre Theater Milwaukee, WI Exterior Mural 
1981 Hamden Plaza Hamden, CT Mural in Parking Area 
1982 P S E & G Substation New Brunswick, NJ Exterior Mural(No longer exists) 
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1984 The Reliable Corporation Chicago, IL Exterior Mural 
1985 The Chisolm Trail, Sundance Square Fort Worth, TX Exterior Mural 
1986 31 Milk Street Boston, MA Exterior Mural 
1986 Fontainbleu Hotel Miami Beach, FL Exterior Mural 
1987 Olin Terrace Madison, WI Exterior Mural 
1988 Tarrant County Civil Court House Annex Fort Worth, TX Exterior Mural 
1989 
Oregon Historical Society 
(Sovereign Hotel Building) 
Portland, OR Exterior Mural 
1993 Fulton Theater Pittsburgh, PA Exterior Mural 
1996 Absolute New York New York City, NY Advertising mural(No longer exists) 
1997 Gateway to the Waterfront Warburton Ave.& Main Street Yonkers, NY 
Exterior Mural, Funded by Downtown  
Waterfront Development Corporation 
2005 E 83rd street and York Ave. New York City, NY 
Exterior mural on a building wall that geatures t
he largest glockenspiel 















壁に描いた壁画(112 Prince Street, New York, 1975)や、ボストン建築会館の西側のファサードの壁
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図2-1-53) (3枚)リチャード・ハスの作品集『THE CITY IS MY CANVAS』(by Richard Hass and Beth Dunlop, Prestel Puclishing, May 2001)＊ 
 
図2-1-54) (左)112 Prince Street(Before Mural)＊ 
図2-1-55) (右)112 Prince Street(After Mural, ニューヨーク・アメリカ、1975作)＊ 
図2-1-56) (左)Peck Slip, South Street Seaport(Before Mural)＊ 
図2-1-57) (右)Peck Slip, South Street Seaport(After Mural, ニューヨーク・アメリカ、1978作)＊ 
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図2-1-58) (左)West Facade, Boston Architectural Center(Before Mural)＊ 
図2-1-59) (右)West Facade, Boston Architectural Center(After Mural, ボストン・アメリカ、1977作)＊ 
図2-1-60) (左)Alt Ring Strasse(Before Mural)＊ 
図2-1-61) (右)Alt Ring Strasse(After Mural, Munich, Germany, 1978作)＊ 
図2-1-62) (左)31 Milk Street(Before Mural)＊ 
図2-1-63) (右)31 Milk Street(After Mural, ボストン・アメリカ、1986作)＊ 
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図2-1-64) (左)Absolute New York(Before Mural)＊ 
図2-1-65) (右)Absolute New York(After Mural, ニューヨーク・アメリカ、1996作)＊ 
図2-1-66) (左)Fontainbleu Hotel(Before Mural)＊ 
図2-1-67) (右)Fontainbleu Hotel(After Mural, フロリダ州・アメリカ、1986作)＊ 
図2-1-68) (左)E 83rd street and York Ave.(Before Mural)＊ 
図2-1-69) (右)E 83rd street and York Ave.(After Mural, ニューヨーク・アメリカ、2005作)＊ 







ゲルト・ノイハウス(Gert Neuhaus)(図2-1-73)は1939年にドイツのベルリンで生まれ、University of 
Arts Berlin でグラフィックと展示デザインを学んだ後、60 年代から創作活動を行ってきた。1962
年から1976年までは、フリーランサーとして、連邦政府の依頼も引き受けるほか、個人的な展示会
図2-1-70) (3枚)110 Livingston Street(ニューヨーク・アメリカ、2006-2007作) ＊ 
図2-1-71) (左)City Wallsプロデュースの壁画(Robert Wiegand作、ニュ−ヨーク・アメリカ)＊ 
図2-1-72) (右)City Wallsプロデュースの壁画(Tania Milichivic作、ニューヨーク・アメリカ)＊ 




























WITH GEOMETRIC ELEMENTS」(図 2-1-80)がある。建物の向こうにも、地平線が続いているよ
うである。「ARCHITECTURE ILLUSION」(図 2-1-81)も、そのタイトル通り非現実的な状況が演出
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図2-1-73) ゲルト・ノイハウス＊        図2-1-74)「ZIPPER」(Berlin, 1979作)＊    図2-1-75)「SNEAKER」(Berlin, 1984作)＊ 
図2-1-76)「TIED UP」(Berlin-Charlottenburg, 1980作)＊                           図2-1-77)「BROKEN FAÇADE」(Berlin, 1986作)＊ 
図2-1-78) (左)「PHOENIX」(Berlin, 1989作)＊ 
図2-1-79) (中)「BEYOND EARTH」(Grietgasse, 1998作)＊ 
図2-1-80) (右)「LANDSCAPE WITH GEOMETRIC ELEMENTS」＊ 







































図2-1-81) (左)「ARCHITECTURE ILLUSION」(Berlin, 1991作)＊ 
図2-1-82) (中)「HOMMAGE a SCHINKEL」(Berlin, 1995作)＊ 
図2-1-83) (右)「HOMAGE TO A PANEL」(Berlin-Buch, 2004作)＊ 
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の首都ブリュッセル(Bruxelles, Belgium)のグラン・プラス(Grand’Place)に施される、75 メートル×2








ァーノ)では、毎年6月のコルプス・ドミニ ・ーサンデ (ーCorpus Domini Sunday)に2000平方メート
ルにも及ぶ町の中心部で、花の祭典インフィオラータが開催される。 
その歴史は 1778 年にまでさかのぼる。6 世紀に生まれたコルプス・ドミニー儀式 38)を 1782 年











  例えば、1875年8月にこの地を訪れた軍事家のジュゼッペ・ガリバルディ(Gluseppe Garibaldi, 
1807-1882)は「Certain divine things must not be trod on」40)と語り、花絵の上を通るのを強く拒んだ
逸話が残っている。作家や画家たちがインフィオラータから受けた感銘も、インフィオラータの拡
がりに役立った。デンマークの作家アンデルセン(Hans Cristian Andersen, 1805-1875))は「All the st
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図2-1-84) 昼のホテルの外壁(つくば市、2006撮影)       図2-1-85) 夜のホテルの外壁(つくば市、2006撮影) 
図2-1-86) (左)2年に1度、8月に2日間施されるグラン・プラスの花の絨毯(ブリュッセル市・ベルギ )ー＊ 
図2-1-87) (右)善光寺表参道の「インフィオラータ in NAGANO 2003」(長野市)＊ 
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水戸市の現代美術センター、水戸芸術館(アートタワー水戸)では、2005 年 10 月から 12 月にかけて








































































図3-1-01) (左)『X-COLOR /グラフィティ in Japan』展のポスター＊ 
図3-1-02) (中)『X-COLOR /グラフィティ in Japan』展のギャラリー展示風景(奥壁：AMES+RACK作、車：KANE作)＊ 
図3-1-03) (右)『X-COLOR /グラフィティ in Japan』展のギャラリー展示風景(HUZE作)＊ 
 
図3-1-04) 南町ダイエー裏駐車場(BELx2+SKLAWL+SUIKO+KRESS作)＊ 図3-1-05) 芸術館塔東側駐車場(RACK+DASTE+KEONE作)＊ 















































図3-2-02) ゴミが放置されている弘益大学前の砂浜の壁画(2006撮影)  図3-2-03) 壁の汚れが目立つ弘益大学前のひまわり畑の壁画(2006撮影) 
図3-2-04) 壁のひび割れが目立つ弘益大学前の壁画(2006撮影)         図3-2-05) 壁の老朽化が進んだ弘益大学前の壁画(2006撮影) 


















例えば、「Golden Lion Bridge」(1976)は、地元出身の詩人、アルフレド・ウィリアムズ(Alfred 
Williams, 1877-1930)の生誕 100 周年を記念するためにホワイトが手がけたもので、ビクトリア時代
のゴールデンライオン橋と運河の光景が描かれた(図3-3-01)。「Arkell's Brewery」(1985)は1834年に
建てられた Arkell 醸造所を記念するために、Sarah Faulkner が制作したものであった。画面では、
当時の醸造所の職人たちがコラージュ技法で描かれた。「George and the Dragon」(1976)は伝説上の
怪獣、ドラゴンと戦う聖ジョージの姿を題材にしたもので、スウィンドンの壁画の中でも、最初に





















図3-3-01)「Golden Lion Bridge」＊                 図3-3-02)「George and the Dragon」＊ 
 

























































図3-4-03) (2枚)「Venice in the Snow」＊ 
図3-4-04)「Venice in the Snow」の存続を求めて抗議を行っている住民たち＊ 図3-4-05) 新たな建物の建設後、住民が隙間から壁
画を観ている＊ 




ロサンゼルス郊外のカナル地区(Canal District)で 1981 年、ある壁画をめぐる紛争が発生し、住民た
ちが対峙する事態が起った。ベニス大通り(Venice Boulevard)を走って海辺の近くに行くと、サウス


























































図3-4-06) (左)Diego Riveraがロックフェラーセンターに描いた壁画 労働革命を題材にしたため、1933年に制作が中止された＊ 
図3-4-07) (右)「十字路の男(Hombre en la encrucijada)」(Diego Rivera作、1934)＊ 
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図3-5-01) 一番館(新宿・東京、1969)＊        図3-5-02) 一番館の部分＊ 









































































図3-6-02) 弘益大学前の壁画(2006撮影)                      図3-6-03) 弘益大学前の壁画(2006撮影) 
















































1) X-COLOR /グラフィティ in Japan：http://www.arttowermito.or.jp/xcolor/xcolor.html 






6) Murals in Swindon: http://www.swindon.gov.uk/ 
7) Mural Conservancy of Los Angeles:/KENT TWITCHELL: THE HOLY TRINITY WITH THE VIRGIN: 
http://www.lamural.org/MuralistFiles/MidCity/HolyTrinity.html 












































































図4-1-09) ダウンタウンのバナ (ーサンフランシスコ・アメリカ、 
2006撮影) 















図4-1-11) 2005年12月の渋谷駅前の広告(渋谷・東京)              図4-1-12) 2006年11月の渋谷駅前の広告(渋谷・東京) 
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以上の諸類型の中で、一過的なものと恒常的なものとを区別する基準は、人々によって異なり

















4-2-1-1 Cité de la créationの活動(フランス) 
 
1) 団体の概要 
最初に、フランスのプロの壁画制作団体、Cité de la création(英語名City of the Creation)の活動に注
目したい(図4-2-01)。 

















ちの思いからスタートした。住民たちの壁画依頼を受けたCité de la créationは、地元の歴史を尊重
し、文化的価値を高めるために、エタ・ズュ二地区の生みの親であるトニー・ガルニエの肖像や彼
の建設計画案、そしてエタ・ズュ二地区の昔の生活風景などを、壁画のモティーフとして住民側に
提案した。それと共に、エタ・ズュ二地区の集合住宅団地の所有主OPAC du Grand Lyonとフラン
ス中央政府、リヨンの自治体とも交渉を行い、エタ・ズュ二地区の再開発の着手にも大きな役割を
果たした。アーバン・ミュージアムの完成後、住民たちは「予期せぬ出会い(An unexpected encount
er)」と言い表して、Cité de la créationからの協力に大きな意味を与えた 2)。 
Cité de la création の努力が実を結び、トニー・ガルニエ・アーバン・ミュージアムは、1991





Cité de la créationがリヨン市、クロワ・ルージュ地区(Les Croix-Rousse District)に設置した「The L
yons People Wall」には、紀元前 10年から20 世紀に至るまでの、地元出身の歴史的な人物の姿が、
だまし絵風で描かれている(図4-2-03、図4-2-04)。 





cartoon strip and Image festival)が開催されている。Cité de la création は街の一角に壁を漫画のコマ
に見立てた壁画を手がけて、フェスティバルの開催地として都市のイメージをアピールすることに




カナダのケベック市(Quebec)歴史地区にある Fontenac Castle の壁に、Cité de la création は Jacques 






Cité de la créationが、地元の文化やイベント、歴史を題材にしたり、住民たちの要望を取り入れた
りするなど、地域性を強く意識していることは、以上の諸作品から確認される。それに加えて、新
たな文化的アイデンティティや出会いの空間を地域に設けていることや、実物と見間違えるほどの
高い描写力と表現力を持って、人々に新たな視覚体験を与えていることなど、Cité de la créationの
壁画からは色々な役割が見受けられるのである。 
 
図4-2-01) (4枚)Cité de la créationのNewsletter＊ 
図4-2-02) (2枚)トニー・ガルニエ・アーバン・ミュージアムの入口(リヨン・フランス、2006撮影) 
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図4-2-03) (左)「The Lyons People Wall」(リヨン・フランス)＊ 
図4-2-04) (右4枚)「The Lyons People Wall」の各部分＊ 
図4-2-05) 壁画設置前のクロワ・ルージュ地区(リヨン・フランス)＊       図4-2-06)「The Canute Wall」(リヨン・フランス)＊ 
図4-2-07) (3枚)Strip Cartoons in the streets(アングレム・フランス)＊ 
図4-2-08)「The Quebecois Fresco」(ケベック・カナダ)＊                               図4-2-09)「Petit Champlain」(ケベック・カナダ)＊ 






















































































































4-2-2-1 The Mural Conservancy of Los Angelesの活動(ロサンゼルス・アメリカ) 
 
1) 団体の概要 
The Mural Conservancy of Los Angeles(以下 MCLA)(図 4-2-16)はアメリカ政府とカリフォルニア州
政府から正式に認可を受けて活動する団体である。団体の活動はロサンゼルス文化事務省(The Los 
Angeles Cultural Affairs Department)、カリフォルニア芸術協会(The California Arts Council)、ロサン










































nd Public Art Resource Center(以下 SPARC)である(図 4-2-18)。彼らの代表作は第 2 章で取りあげた
図4-2-16) MCLAのウェブサイトのメイン画面(2006年11月現在)＊ 図4-2-17) MCLAのMural Rescue Programに関するウェブサイト画面(2006年
11月現在)＊ 
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ら、「The Great Wall of Los Angeles」は数々のメディアで紹介されてきた。 
それが 2000 年度以降、再びメディアをはじめ、社会的注目を浴びるようになった。SPARC で
は、メインディレクターのジュディス・バカ(Judith F. Baca)を中心に、画面の修復活動を展開した
のである。その活動の内容とは、1983年の制作活動を最後に、1950年代にまで歴史を描くことで中
断されていたものを、1990 年代までの 40 年間のカリフォルニアの歴史を壁画に加えると同時に、
およそ 25 年間も公害や自然災害にさらされて毀損された表面を塗りなおすための資金や人手の援
助を社会に訴えかけるものであった 20)。具体的には、自らの団体のサイトを通じて「Please help us




2000年9月29日付の『THE WALL STREET JOURNAL』では「The Great Wall of Los Angeles」
の修復支援を呼びかける SPARC のキャンペーンと、それに関する賛否両論を紹介する記事を載せ
ていた(図4-2-20)22)。2000年4月2日付の『Daily News』では、「Artists hope to draw city funds to 
restore world’s longest mural」という記事を通じて、「The Great Wall of Los Angeles」の持つ重要性
と、それが失われることによって社会的損失が発生することを主張するアーティストたちの声を紹
図4-2-18) SPARCのウェブサイトのメイン画面(2006年11月現在)＊ 図4-2-19) 修復の支援を呼びかけているSPARCのウェブサイト画面 
(2006年11月現在)＊ 
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介し、壁画の保存にかかる資金の寄付を、社会全体に訴えかけていた(図 4-2-21)23)。同誌の 2002 年
6 月 2 日付の記事でも、歳月の経過による壁画の損傷を伝えると共に、修復の協力をロサンゼルス





様々な努力が実を結び、ロサンゼルス市議会では「The Great Wall of Los Angeles」の修復資
金として 10 万ドルの予算案を 2000 年度 5 月に議決した 24)(図 4-2-23)。やがて、本格的な修復作業
が2006年6月19日から7月28日までの6週間にかけて、ボランティアの参加で行われるようにな
図4-2-20) THE WALL STREET JOURNAL, 29 September 2000 Newspaper＊ 図4-2-21) Daily News, 02 April 2000 Newspaper＊ 
図4-2-22) Daily News, 02 June 200s Newspaper＊ 図4-2-23) Daily News, 18 May 2000 Newspaper＊ 
























































ある。1 つ目が長寿命性で、2 つ目が低消費電力、3 つ目が小型化可能、4 つ目が指向性である 29)。




























図4-3-02) GOBOのグラフィック(つくば市・茨城県、2006撮影)       図4-3-03) GOBOのグラフィック(つくば市・茨城県、2006撮影) 
図4-3-04) GOBOの照射の仕組み＊ 
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3) 電気照明とフレスコ画の併用 
フランスの壁画制作団体Cité de la créationは、リヨンの観光地としての価値を高めるために、新た
なコンセプトの壁画を模索した。そこから誕生したのが「The Light Fresco」、すなわち光の壁画で






















図4-3-05) (4枚)フレスコ画に電球照明を使い合わせた「The Light Fresco」(Cité de la création作、リヨン・フランス)＊ 
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超現実主義の作品を選んだ」40)と述べていた。 








































図4-3-09) 無地の仮囲いの工事現場(つくば市・茨城県、2006撮影)  図4-3-10) 松屋銀座の仮囲い(銀座・東京)＊ 
図4-3-11) (2枚)蚕室集合住宅団地の仮囲い(ソウル・韓国)＊ 


































図4-3-18) 旧同潤会青山アパート(原宿・東京)＊            図4-3-19) 旧同潤会青山アパートのリニューアル現場の仮囲い＊ 
































































「Tony Garnier and the Industrial City」コース、そしてエタ・ズュ二地区の住宅団地を管理する公営
住宅株式会社OPAC du Grand Lyonが、自らの公共住宅事業と都市交通システムの内容を人々に説
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図4-4-03) トニー ・ガルニエ・アー バン 
・ミュー ジアムのバナー (2006撮影) 
図4-4-04) トニー ・ガルニエ・アー バン 
・ミュー ジアムの案内サイン(2006撮影) 











割は極めて大きい。実際に、Precita Eyes Mural Arts & Visitors Centerが主催する定期的な壁画鑑賞
ツアーは、日本の旅行ガイドブックでも参加を進めている51)ほど、高い評価を受けている(図4-4-07)。
2006 年現在、3 つのコースが個人または団体を対象に設けられている。1 つ目の「MISSION TRAI
L MURAL WALKS」は、毎週の土曜日と日曜日の午後に行われる。ツアー参加者たちは壁画の歴
史や制作方法に関する説明を受けた後、およそ1時間歩き回りながら壁画を鑑賞することになる。2
つ目の「SPECIAL PRIVATE AND GROUP TOURS」は団体向けのコースで、ガイドと共にミッシ












図4-4-05) (左)壁画鑑賞ツアーを主催するPrecita Eyes Mural Arts and Visitors Centerの事務所(サンフランシスコ・アメリカ)＊ 
図4-4-06) (中)Precita Eyes Mural Arts and Visitors Centerが発売している壁画関連グッズ＊ 
図4-4-07) (右)ミッション地区の壁画鑑賞ツアーを紹介しているトラベルガイドブック＊ 
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っているのが、The Philadelphia Mural Arts Program(以下MAP)というNPO団体である(図 4-4-08)。 
MAP の前身は、1984年にフィラデルフィア市が発足させたAnti-Graffiti Network(PAGN)である。
それは、都市環境の阻害要素と目されていたグラフィティを根絶するための壁画制作プロジェクト
であった。フィラデルフィア市では壁画家の Jane Golden を雇い、グラフィティのライターたちを
説得したり、壁画の制作に必要な美術教育を若者たちに提供したりして、彼らのエネルギーを壁画
制作に向けさせるよう努めた。 
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プログラムの趣旨について、団体では「Murals are excellent catalysts for youth development murals 
challenge and affirm on a variety of levels, and provide a unique opportunity for young people to actively 
participate in a process that enhances their community. In addition, the impact of healthy relationships with adult 




(1) Art Education Programs 
支援活動のメインは「Arts Education Programs」で、家庭環境に恵まれず、正規教育も受けられず
にいる低所得者家庭の若者を対象に、全額無料で行われる美術教育プログラムである(図4-4-09)。 














(2) Mural Training Program 
Arts Education Programs が芸術と殆ど縁の無かった若者や市民を対象にしていることに対し、スタ
ジオアーティストたちの中で、壁画の制作に興味を持っている人々を対象にした教育プログラムが、


































図4-4-09) Art Education Programsに関するMAPのウェブサイト＊   図4-4-10) Mural Training Programに関するMAPのウェブサイト＊ 
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として、神戸市にジェンツァーノ市より花絵の原画がプレゼントされた。「フレンドシップ」のタイ




そして、「自由・平和・自由主義」をテーマに、2004 年度 6 月 18 日から 21 日まで開かれた、










日本では『読売新聞』の 2004 年 4 月 15 日付「伊の都市と花絵の交流」の記事(図 4-4-17)で、
両都市の交流プロセスと共に、現地への公募ツアーなどを斡旋したイベント企画者の田中宏明の「花
を愛する心に国境はなく、イタリアの人々に、神戸の鎮魂の思いが通じた。今後も花と花との交流
































図4-4-12) (2枚)神戸市に送られた2枚の花絵の原画(Francesca D’Erasmo作)＊ 
 






図4-4-17)『読売新聞』2004年4月15日付の記事＊      図4-4-18)『読売新聞』2004年6月17日付の記事＊ 
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図1-2-01)『Facial Designs of Peking Opera』上海人民美術出版社。 





図1-3-05) 粟津潔他編『世界グラフィックデザイン7 環境のグラフィック』講談社、1974年、9頁。 
図1-3-06) フィリップ・B･メッグズ(藤田治彦他訳)『グラフィックデザイン全史』淡交社、1996年、486頁。 
図1-3-07) http://www.greatbuildings.com/ 
図1-3-08) ジェラルド・アレン(山田弘康、米田有訳)『チャー ルズ・ムー ア』グラフィック社、1982年、40頁。 
図1-3-09) 同上、38頁。 
図1-3-10) 粟津潔他編『世界グラフィックデザイン7 環境のグラフィック』講談社、1974年、26頁。 
図1-3-11) 同上、30-31頁。 
図1-3-12) Progressive Architecture, New York: Reinhold, 5, 1972, p.121. 
図1-3-13) Progressive Architecture, New York: Reinhold, 4, 1969, p.111. 
1-4 環境グラフィックの諸類型 
図1-4-01) IGTimes, STYLE: WRITING FROM THE UNDERGROUND, Art Books Intl Ltd. 
図1-4-02) 能勢理子『ニューヨーク・グラフィティ』グラフィック社、2000年、104頁。 














図2-1-22) 粟津潔他編『世界グラフィックデザイン7 環境のグラフィック』講談社、1974年、89頁。 
図版出典 
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図2-2-47) Progressive Architecture, New York: Reinhold, 9, 1969, p.146. 
図2-2-48) 同上, p.147. 











図2-3-24) Yoshitaka Hinoshi撮影、http://yhoni.hp.infoseek.co.jp/SanFrancisco/SanFranciscoW.html 
図2-3-25) http://www.precitaeyes.org/ 
図2-3-27) 張素賢『Street Mural』韓国：悦話堂、73頁。 





図2-3-37)、図2-3-38) Simon Bone撮影、http://www.pyongyang-metro.com/ 
図2-3-39)～図2-3-42) 平壌地下鉄パンフレット中、http://www.pyongyang-metro.com/ 








図3-3-01)～図3-3-03) Graham Cooper & Doug Sargent, PAINTING THE TOWN, Oxford: Phaidon, 1979, pp.10-11. 
3-4 地権者との紛争 
図3-4-01)、図3-4-02) http://www.kensart.8m.com/ 






図3-5-02) 粟津潔他編『世界グラフィックデザイン7 環境のグラフィック』講談社、1974年、116頁。 
図3-5-03) http://www.kiyoshiawazu.com/ 
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■Progressive Architecture, New York: Reinhold, 3, 1967. 
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■The Social and Public Art Resource Center: http://www.sparcmurals.org/ 
■Mural Conservancy of Los Angeles: http://www.lamurals.org/ 
■Precita Eyes Mural Arts and Visitors Center: http://www.precitaeyes.org/ 
■Chicago Public Art Group: http://www.cpag.net/ 
■The Philadelphia Mural Arts Program: http://www.muralarts.org/ 
■Tony Garnier Urban Museum: http://www.museeurbaintonygarnier.com/ 
■Cite de la Creation: http://www.cite-creation.fr/ 
■Kent Twitchell Virtual Gallery: http://www.kentsart.8m.com/ 
■RICHARD HAAS: http://www.richardhass.com/ 
■Gert Neuhaus International Mural Paintings: http://www.fassadenmalerei.com/ 
■Chemainus Mural: http://cowichan2.iwebez.com/siteengine/activepage.asp 
■L’INFIORATA in Genzano di Roma: http://www.infiorata.it/ 
■Public Art Free-Zoom: http://www.free-zoom.com/ 
■ラスベガス大全: http://www.lvtaizen.com/ 
■X-COLOR/グラフィティ in Japan展: http://www.arttowermito.or.jp/xcolor/xcolor.html 
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まして、研究を無事に遂行することができました。 
  論文をまとめるに当たりましては、大変貴重なご意見を多いに頂きました同大学院人間総合科
学研究科の花里俊廣教授、同大学院人間総合科学研究科の穗積穀重教授に深く感謝致します。また、
筑波技術大学総合デザイン学科の石川重遠教授には、論文の全般にわたる多くの助言と励ましを頂
きますとともに、中間発表の際にも足を運んでいただきました。ここに記して深くお礼申し上げま
す。なお、博士課程の在籍中におきましては、筑波大学人間総合科学研究科の山本早里先生にも、
多くのご支援を頂き、心より感謝致します。 
  環境グラフィックの概念的整理から研究を進めました本論文では、指導教授の西川先生をはじ
め、多くの方々のご意見を参考にさせていただきました。特に、グラフィックデザイナーの粟津潔
氏と、フランスのカラリストのジャン・フィリップ＝ランクロ氏、アメリカの建築評論家のマーク・
トライブ氏、アート・エディターの今竹翠氏には、環境グラフィックに対するご見解を本論文に引
用させて頂きましたことも合わせ、この場をお借りして心よりお礼申し上げます。なお、環境グラ
フィックの事例考察に当たり、実例の収集に多くのご協力をいただきました、フランス・リヨンの
エタ・ズュニ地区の住民の方々や、アメリカ・サンフランシスコのミッション地区とロサンゼルス
のベニス・ビーチで活躍されている壁画家の方々、その他に日本国内のみならず、フランスのリヨ
ンとパリ、アメリカのサンフランシスコ、ロサンゼルス、ラスベガス、韓国のソウルと釜山等、海
外における環境グラフィックの実例調査に当たりまして、影よりご協力とご支援をお寄せ頂きまし
た方々に、深々とお礼申し上げます。 
  最後になりましたが、私に日本政府(文部省)奨学生として、筑波大学大学院人間総合科学研究
科芸術学専攻博士課程において研究を行う貴重な機会を与えて頂きました日本政府と日本国民の皆
様、ならびに筑波大学の関係者の方々に深く感謝申し上げます。 
  本論文は、このように多くの方々のご指導とご協力のもとに完成させて頂きました。すべての
方々にこの場をお借りしまして、心より感謝申し上げます。 
